
史
の
範
囲
を
出
な
い
。
佐
伯
氏
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

抑
々
明
治
初
年
に
齢
て
は
、
吾
が
海
軍
及
陸
軍
の
医
務
は
両
な

が
ら
兵
部
省
の
一
所
管
に
属
し
、
明
治
元
年
十
一
月
東
京
山
下
門

内
に
設
け
ら
れ
た
兵
隊
假
病
院
に
本
部
が
置
か
れ
て
い
た
。
従
っ

て
海
陸
軍
両
部
の
傷
病
者
は
、
総
て
こ
の
病
院
に
収
容
し
治
療
し

山
下
門
は
江
戸
城
の
外
堀
に
か
か
っ
て
い
る
山
下
橋
を
渡
り
廓

内
に
入
る
と
き
の
門
で
、
数
寄
屋
橋
御
門
と
幸
橋
御
門
の
中
間
に

あ
っ
た
。
現
在
は
橋
も
門
も
存
在
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
位
置
は

帝
国
ホ
テ
ル
の
裏
側
に
あ
た
る
。

山
下
門
内
と
は
廓
の
内
側
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
の
内

幸
町
一
丁
目
、
日
比
谷
公
園
附
近
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

往
時
、
和
田
倉
門
の
兵
部
省
を
中
心
に
こ
の
あ
た
り
は
軍
施
設
が

集
ま
っ
て
い
た
。

以
上
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
假
病
院
は
陸
海
衛
生
の
創
設
に

何
等
か
の
役
割
り
を
果
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の

で
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。

（
埼
玉
県
所
沢
市
）

て
い
老
上
。

東
京
府
立
「
脚
気
病
院
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
く
の
先
人
達

に
よ
っ
て
今
日
迄
論
述
さ
れ
て
い
る
。
今
回
筆
者
は
、
東
京
都
公

文
書
館
の
記
録
を
基
に
し
て
、
脚
気
病
院
事
務
長
で
あ
っ
た
長
谷

川
泰
の
活
躍
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

明
治
十
一
年
七
月
八
日
、
長
谷
川
泰
は
脚
気
病
院
事
務
長
と
な

り
、
当
時
明
治
天
皇
が
苦
し
ま
れ
た
脚
気
病
の
研
究
の
責
任
者
と

し
て
色
々
苦
労
し
て
い
る
。
こ
の
病
院
は
天
皇
の
命
令
で
、
脚
気

の
病
理
学
的
解
明
と
治
療
法
の
発
見
が
目
的
で
始
ま
っ
た
。
そ
の

な
い
ち
よ
く

内
勅
を
大
久
保
利
通
が
受
け
、
皇
室
よ
り
二
万
三
千
円
の
御
下
賜

て
ん
き
ょ
う
い
ん

金
が
あ
り
、
脚
気
病
院
と
羅
狂
院
（
現
在
の
松
沢
病
院
の
源
流
）
が

造
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
為
に
衛
生
局
長
の
長
与
專
斎
は
、
洋

方
医
、
漢
方
医
の
代
表
者
を
選
び
、
日
本
人
に
特
に
多
い
当
時
解

塊
長
谷
川
泰
と
「
脚
気
病
院
」

唐
沢
信
安
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明
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
脚
気
と
い
う
国
民
病
の
治
療
法
、
そ
の

原
因
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

明
治
十
一
年
三
月
十
五
日
、
内
務
卿
大
久
保
利
通
は
東
京
府
に

対
し
、
脚
気
病
院
と
瀧
狂
院
の
設
立
を
宮
内
省
に
通
じ
て
命
じ
て

い
る
。

「
東
京
府

今
般
、
内
旨
ヲ
奉
ジ
、
脚
気
病
院
、
願
狂
院
設
立
二
付
、
思
召
ヲ

以
テ
金
二
万
三
千
円
下
賜
候
条
右
費
用
ノ
内
へ
可
差
加
旨
御
沙
汰

候
事
。明
治
十
一
年
七
月
二
十
三
日
宮
内
省
」

ま
た
大
久
保
利
通
の
通
達
に
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
東
京
府

脚
気
之
儀
ハ
、
本
邦
一
種
ノ
風
土
病
一
一
シ
テ
、
殊
二
東
京
府
下
二

舩
テ
ハ
毎
年
此
病
二
罹
ル
モ
ノ
謬
敷
燗
然
ノ
至
り
二
付
、
府
下
適

当
ノ
地
ヲ
撰
ピ
、
脚
気
病
院
ヲ
設
立
シ
、
療
法
ヲ
研
究
シ
、
專
ラ

該
病
二
罹
ル
モ
ノ
ヲ
救
済
可
致
、
就
テ
ハ
補
助
金
ト
シ
テ
向
五
ヶ

年
ヲ
限
り
毎
年
壱
万
円
、
並
二
本
年
設
立
費
八
千
円
可
渡
候
条
（
以

下
略
）明
治
十
一
年
三
月
十
五
日
内
務
卿
大
久
保
利
通
」

あ
き
ん

さ
か
の
ぼ
っ
て
長
谷
川
泰
は
明
治
四
年
に
英
国
の
亜
斫
著
を
訳

述
し
、
「
脚
気
新
説
」
と
題
し
て
、
脚
気
の
研
究
を
発
表
し
た
。
そ

せ
い
ろ
ん

の
著
述
に
よ
る
と
、
脚
気
は
「
悪
性
錫
藺
病
」
ま
た
は
「
べ
リ
ベ

リ
」
と
称
し
、
全
身
病
で
、
貧
血
症
よ
り
発
し
、
急
性
水
腫
に
陥

る
病
気
で
あ
る
と
巻
頭
に
述
べ
て
い
る
。
治
療
の
基
本
は
強
壮
薬
、

滋
養
の
食
糧
に
よ
る
こ
と
が
大
切
で
、
食
糧
と
し
て
は
肉
、
麦
菓

子
、
牛
乳
を
与
え
る
と
よ
い
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
伊
藤
博
文
内
務
卿
は
明
治
十
一
年
六
月
五
日
、
漢
方
医
遠

田
澄
庵
と
今
村
了
（
亮
）
庵
を
脚
気
病
研
究
の
委
員
に
命
じ
て
い
る
。

「
遠
田
澄
庵
外
一
名
、
別
紙
之
通
被
仰
付
候
此
旨
為
心
得
及
通
達

候
也
。明
治
十
一
年
六
月
五
日
内
務
卿
伊
藤
博
文
⑳

東
京
府
知
事
楠
本
正
隆
殿
」

「
脚
気
病
院
審
査
専
務
・
池
田
謙
斎
・
三
宅
秀
・

編
集
専
任
・
石
黒
忠
恵
・
事
務
長
長
谷
川
泰
・
事
務
長
副
・
高

階
経
徳
・
治
療
専
任
・
小
林
恒
・
今
村
了
庵
・
遠
田
澄
庵
・
治

療
掛
・
原
田
豊
（
佐
々
木
東
洋
は
追
っ
て
後
日
任
命
さ
る
・
）

明
治
十
一
年
七
月
八
日
衛
生
局
長
長
与
專
斎
⑳
」

建
物
は
最
初
、
神
田
神
保
町
の
旧
英
語
学
校
跡
地
に
仮
病
院
が
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○
遠
田
澄
庵
払
分
（
入
院
患

金
四
十
三
円
六
拾
五
銭
。

（
遠
田
は
持
参
の
麦
飯
に
、

れ
き
と
う

薩
湯
等
を
使
用
し
た
と
推
察
す

「
東
京
医
事
新
誌
」
明
治

別
支
払
と
な
っ
て
い
た
。

明
治
十
一
年
九
月
分
の
長
谷
川
泰
の
報
告
書
に
は
、
牛
乳
（
五
石

壱
斗
余
）
牛
肉
（
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
用
三
貢
余
）
ス
ー
プ
用
牛
肉
（
九

貫
余
）
パ
ン
（
八
十
九
食
）
鶏
卵
（
七
十
四
個
）
等
と
記
し
て
あ
る
。

ま
か
な
い

但
し
、
遠
田
澄
庵
の
第
四
区
の
患
者
の
賄
料
、
漢
方
薬
代
金
は

あ
づ
き

鶏
卵
、
小
豆
の
投
与
が
見
ら
れ
る
。

建
て
ら
れ
た
が
、
年
末
に
は
向
ヶ
丘
弥
生
町
（
現
東
京
大
学
農
学
部

の
地
）
に
移
転
し
て
い
る
。
建
物
は
八
百
坪
で
、
正
面
の
医
局
四
十

坪
だ
け
は
二
階
建
で
あ
っ
た
。
解
剖
室
（
四
十
九
坪
）
が
右
手
に
、

左
手
に
浴
室
が
あ
り
、
病
棟
は
平
屋
建
が
前
後
に
三
棟
建
っ
て
い

た
。
そ
の
病
棟
は
三
本
の
廊
下
で
結
ば
れ
て
お
り
、
第
一
区
（
今
村

了
庵
）
第
二
区
（
小
林
恒
）
第
四
区
（
遠
田
澄
庵
）
第
三
区
と
第
五
区

は
（
佐
々
木
東
洋
）
の
受
持
で
あ
っ
た
。

先
ず
「
薬
品
」
と
し
て
入
院
患
者
に
は
牛
乳
、
牛
肉
、
パ
ン
、

（
入
院
患
者
薬
価
並
賄
料
）

明
治
十
四
年
六
月
四
日
号
の

あ
づ
き
て
い

小
豆
等
の
外
、
平
水
丸
、
利
水
丸
、
帯

…

「
脚
気
病
院

報
告
」
で
は
脚
気
の
特
効
薬
の
発
見
に
至
ら
な
か
っ
た
事
を
述
べ
、

入
院
患
者
の
治
療
成
績
表
の
記
載
が
あ
る
が
、
漢
・
洋
両
医
共
差

異
の
余
り
な
い
結
果
と
も
見
ら
れ
る
表
を
示
し
て
い
る
。
明
治
十

五
年
七
月
二
十
五
日
、
脚
気
病
院
の
建
物
は
東
京
大
学
に
引
き
渡

さ
れ
た
。
泰
は
「
当
院
本
年
六
月
限
廃
止
二
付
入
院
外
来
共
一
切

謝
絶
」
の
広
告
を
出
し
た
。

（
日
本
医
科
大
学
）
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